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Ⅰ　安全上のご注意
安全に介護をしていただくために、安全上・取扱上の重要なポイントについては
安全表示ラベルを本機に貼付しています。また安全表示ラベルとともに取扱説明
書に示した表示と表示内容は次のようになっています。

安全表示ラベルについて

●本機には、安全にご使用いただくために安全表示ラベルが貼付してあります。
　必ずお読みいただき、これらの注意に従ってください。
●安全表示ラベルが破損したり、なくなった場合または、読めなくなった場合は
　新しいラベルに貼換えてください。
●安全表示ラベルは、お買い上げいただいた販売店に注文してください。

Ⅱ　使用上のご注意

　！ 警告

・昇降中はリフトのキャスターのロックを掛けないでください。キャスターを
　ロック状態で昇降操作を行いと重心が偏り、転倒してけがをするおそれがあ
　ります。
・昇降中はロックをフリーにしてください。ご利用者の重心位置が変わると、
　リフトが前後に移動し、安定を保ちます。

・Ｙ３セットは２１０ｋｇを超える方を吊りあげないでくださいＹ３セット
　※Ｙ２セットは１８０ｋｇまでの方、体重計装着時は１５０ｋｇまでの方
　耐荷重を超える方に使用すると、リフトの変形、破損の原因となります。

・濡れた手で電源プラグを持たないでください。感電のおそれがあります。

・スリングのストラップの外れに注意してください。特に作動前にはストラ
　ップがしっかり掛かっていることを確認してください。脱落の原因となり
　ます。

2



・リフトの改造や分解はしないでください。安全機能に支障をきたし、機器
　の破損の原因となります。

・人を吊りあげた状態で、長い距離を移動しないでください。長い距離の移
　動には適していません。

・被介護者単独で使用しないでください。必ず介護者のついか状態で使用し
　てください。

・段差のある所では移動しないでください。転倒してけがをしたり、故障の
　原因となるおそれがあります。

・昇降作業をするときは、リフトの脚開閉レバーを右側に倒して、脚をいっ
　ぱいまで開いてご使用ください。
　脚を開かないで使用すると、転倒してけがをするおそれがあります。

・支柱（マスト）と脚部の固定ボルトは、確実に固定してください。バラン
　スを崩すなど、転倒してけがをするおそれがあります。

・充電コードをキャスターなどで踏んだり、重量物ではさんだりしないでく
　ださい。コードが痛んで感電、焼損、漏電、火災のおそれがあります。
　痛んだコードは交換してください。

・スリングシートは正しく装着してください。ご利用者のバランスが崩れ、
　落下のおそれがあります。装着方法は、スリング（吊り具）の使用方法
　を参照してください。
　別にスリングシートの取扱説明書がある場合は、必ずよくお読みいただ
　き、正しくお使いください。

　！ 注意

・ハンガーに注意ください。特にスリングを着脱するとき、ハンガーを手
　で支えて操作してください。

・ベッド下に障害物がないか確認してください。リフトの脚部が正常に入
　らなくなるおそれがあります。

・障害物に注意してください。アーム可動範囲に障害物があると、被介護
　者が障害を負ったり、機器が破損するおそれがあります。

・湿気が多い場所では使用したり、保管しないでください。漏電や故障の
　原因となります。

・可動部のすきまに手や指をはさまないように注意してください。

・アクチュエーター（モーター）は上下ボルトをスキマなく、しっかり
　奥まで差込んでください。故障の原因となります。

・昇降中や移動時は足元に注意してください。キャスターに足を踏まれて、
　けがをするおそれがあります。

・バッテリーはこまめに充電してください。バッテリーが不足していると
　動かなく可能性があります。

・お手入れをするときは、緊急停止ボタンを押した状態で行ってください。
　ご操作による、けがのおそれがあります。
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Ⅲ　各部の名称

①六角レンチ　８ｍｍ
②六角レンチ　５ｍｍ
③六角レンチ　４ｍｍ
④六角レンチ　３ｍｍ
⑤スパナ　　１３ｍｍ
⑥ハンドル
⑦バッテリー
⑧コントローラー
⑨アクチュエーター（モーター）
⑩スイッチ
⑪充電コード
⑫開閉レバー
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Ⅳ　組み立て方
１．支柱と脚部にあらかじめ、付いているボルト（Ａ・Ｂ）を外します。
　　脚部の四角穴に、支柱を差込み、①六角レンチ８ｍｍでしっかりボルトを締め付けてください。

Ａ：脚部（下）

Ｂ：支柱（上）

２．ハンドルを取り付けます。
　　支柱にあらかじめ、付いているボルト（左右各２個）を外します。（写真１）
　　ハンドルを支柱側の受けに差込み、③六角レンチ４ｍｍでボルトを締め付けてください。

　　写真１

３．コントローラーを取り付けます。
　　支柱後側の背板（銀色の金属板）のボルトを④六角レンチ３ｍｍで外します。
　　コントローラーを写真２のように、背板に沿わせて、止まるまで下げてください。
　　ネジ穴に合わせ、ボルトを④六角レンチ３ｍｍで締め付けてください。

　　写真２

４．バッテリーを取り付けます。
　　背板側のツメとバッテリー側のツメを重ね、コントローラーの上にバッテリーを載せてください。
　　

←バッテリー接続完了
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５．アクチュエーター（モーター）を取り付けます。
　　アームと支柱にあらかじめ、付いているボルト・ナットを外してください。写真３・４
　　モーター下部と支柱側の受けの穴を合わせてボルト・ナットを固定します。
　　②六角レンチ５ｍｍと⑤スパナ１３ｍｍでしっかりと締め付けてください。

　　続いて、モーター先端とアーム側の穴を合わせてボルト・ナットを固定してください。
　　②六角レンチ５ｍｍと⑤スパナ１３ｍｍでしっかりと締め付けてください。

　写真３ ※モーターの取付
方向を間違えない
ように左の写真を
ご参照ください。

　　　
　　　写真４

　！ 注意

ボルトはしっかり
奥まで差込んでください

６．コントローラーにプラグを差込みます。
　　アクチュエーター（モーター）プラグ（Ｂ）およびスイッチプラグ（Ａ）のそれぞれの
　　ジャックに差込んでください。
　　電源コード（プラグＣ）を差込んでください。

※詳しくは、Ⅵ　電装品の使い方をご参照ください。

　   　　　　 Ａ　　Ｂ　　Ｃ

７．開閉レバーを差込みます。
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Ⅴ　リフトの使用方法
◎スリングの着脱方法はスリングの取扱説明書をご覧ください

●ベッドからの移乗

１．ハンガーがご利用者の体幹の真上にくるように、リフト本体を移動してください。
　　（リフトの脚部をベッド下に入れます）

　　ハンガーがご利用者に対して、左右均等であることを確認ください。

２．スリングのストラップをフックに掛けます。
　　ストラップがすべて、フックに掛かっていることを確認のうえ、スイッチの上がる
　　▲ボタンを押して、ご利用者の臀部がベッドから離れるくらいあげてください。
　　（肩や太ももにシワがあるときは伸ばしてください）
　　
　　※昇降中はキャスターをロックしないでください。
　　※背上げ機能ベッドをお使いの場合は、ベッドの背を上げてください。
　　（ご利用者の身体状況やスリングにより、操作方法が異なります）

３．ご利用者のからだを支えて、リフトの支柱の方を向くように回転させます。
　　リフトのハンドルを持ち、リフトをベッドからゆっくり引き出します。
　　（勢いよく引くとご利用者が大きく揺れるおそれがあります）

●ベッドへの移乗

１．リフトのハンドルを押し、ご利用者をベッドに降りる位置へ合わせて移動させます。
　　
２．あらかじめ、ベッドの背を上げておいてください。スイッチのさがる▼ボタンを押
　　して、ご利用者をベッドに降ろしていきます。体重がスリングに掛からなくなり、
　　ストラップが十分ゆるむまでハンガーを下げてください。

　　※昇降中はキャスターをロックしないでください。
　　※背上げ機能ベッドをお使いの場合は、ベッドの背を上げてください。
　　（ご利用者の身体状況やスリングにより、操作方法が異なります）

３．ストラップをフックから外します。

●床からの移乗

１．ご利用者の頭や首を保護するため、頭部下に枕を入れてください。

２．リフトをご利用者の近くに移動します。

３．スイッチのさがる▼ボタンを押して、スリングのストラップが掛けられる高さまで
　 　ハンガーを降ろします。
　　ハンガーがご利用者に当たらないように気をつけてください。

４．ストラップをフックに掛けます。
　　すべてのストラップが掛かっていることを確認のうえ、スイッチのあがる▲ボタンを押し、
　　ご利用者を起こしていきます。

５．リフトを移動させる前に、ご利用者がリフトの支柱の方を向くように回転させて
　　ください
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●床への移乗

１．ご利用者を降ろす場所に枕を置きます。

２．ご利用者を支柱に背を向けた方向に回転させてください。

３．スイッチのさがる▼ボタンを押して、ご利用者の体重がスリング掛からなくなり、
　　ストラップが十分ゆるむまでハンガーを降ろしてください。

４．ストラップをフックから外します。

　　※昇降中はキャスターをロックしないでください。

Ⅵ　電装品の使い方
図１

１．スイッチの使い方

図１
①スイッチでアームの上昇下降の操作を行います

②スイッチから手を離すと停止します

２．コントローラーの使い方
図２

図２
①アクチュエーター（モーター）プラグ（Ｂ）および
スイッチプラグ（Ａ）のそれぞれのジャックに差し込ん
でください
②電源プラグ（Ｃ）初めてご使用になる時は、１２時間
以上充電してください。このバッテリーは過充電防止機
能付きですので、コンセントに差し込んだままでも安全
です。（通常充電時間６時間）

図３
③充電中はＯＮのランプが点灯。 　 　　　 Ａ　　Ｂ　　Ｃ
ＣＨＡＲＧＥランプも点灯し、充電完了でＣＨＡRGE
ランプのみ消灯。

図３

　充電中　　　　　　　　　　　　充電完了　　　　　　　　　　通常時
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④充電中は作動しません

⑤バッテリー残量が５０％以下になると、アラーム音でお知らせします。
　お早めに充電することをお薦めします。

⑥バッテリーは、最大で約４０回使用できます。（利用状況により変わります）

図４
⑦操作中の誤作動により、モーターを停止したい場合は、コントローラーにある緊急停止
　ボタン（赤色）を押してください。
　機能を復帰する場合は、矢印方向にボタンを回してください。

⑧使用中のバッテリー不足、スイッチ故障などの場合は、エマージェンシー（ＥＭＥRG
　ＥＮＣＹ）をご使用ください。緊急停止ボタンの下にあり、とがった棒（ボールペン等）
　で押せば、モーターが下方にのみ可動します。

⑨リフト使用時、電源コードは本体ハンドル部に巻きつけるか、取りはずしてください。

図４
●アドバイス
　モーター・スイッチのプラグの抜き差しで、
　硬い場合は、ホワイトグリス等で塗布して
　ください。

図５
●クイックリリース 図５

手動下降装置「クリックリリース」は電源
トラブルやスイッチ故障など、ご利用者を
すぐに安全な場所へ降ろしたい時に使用し
ます。レバー（赤）を引っ張っている間、
ご利用者を降下することができます。

※ご利用者を懸垂していない場合など、
アームに荷重が掛かっていない状態では、
手動下降装置は働きません。
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Ⅷ　仕様

全長 １，２５０ｍｍ

上下ストローク 約１，３８０ｍｍ

アーム高さ（最高） １，６９５ｍｍ（床より）

アーム高さ（最低） 　　３１５ｍｍ（床より）

体重計装着時（最高） １，５３０ｍｍ（床より）
　　　　　　（最低） 　　１５０ｍｍ（床より）

耐荷重 Ｙ３：２１０ｋｇ／Ｙ２：１８０ｋｇ
※体重計装着時　１５０ｋｇ

本体重量 ４５ｋｇ

バッテリー 家庭用電源ＡＣ１００Ｖで充電）

搭載機能 ・緊急停止ボタン
・エマージェンシースイッチ
・クイックリリース
・挟み込み防止
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Ⅸ　　困ったときは
「介護リフトつるべー」をご使用の際、不具合が生じた場合は、下記の手順で対処いただき、
改善されない場合は、販売店又はメーカーまでご連絡ください。

１．スイッチ・アクチュエーター（モーター）の各プラグがしっかり
　　差し込まれているか確認ください

２．動かない場合は、エマージェンシースイッチ又はクイックリリー
　　スを使用し、ご利用者を安全な場所に移動してください
　　※　Ⅵ　電装品の使い方　１０ページをご参照ください　

３．移動後は使用をやめ、販売店かメーカーに連絡してください

その他
①充電コードがコンセントに差し込んだままになっている
　⇒コードを抜いてください
②緊急停止ボタンが押しこまれていませんか
　⇒矢印の方向に回してください
③バッテリーの寿命になっていませんか
　⇒バッテリーを交換ください

使用をやめ、破損の有無を確認。

販売店かメーカーに連絡し、症状をお伝えください

アクチュエーター
（モーター）が異
常な金属音や振動
がある

症状

リフトが上昇・
下降しない

対処方法
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